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【第二報】 

大阪府におけるオセルタミビル（商品名：タミフル）耐性を示す 

遺伝子変異が検出された新型インフルエンザウイルスについて 

 

 

大阪府において、タミフル耐性を示す H275Y の遺伝子変異が検出さ

れた新型インフルエンザウイルスについて、下記の通り、国立感染症研

究所の検査結果をお知らせいたします。 

 

  

 

薬剤感受性試験 

  

オセルタミビル（商品名：タミフル）：薬剤耐性あり（感受性低下を認める） 

 ザナミビル（商品名：リレンザ） ：薬剤感受性あり 

 
 

平成２１年７月４日 １７：００ 

新型インフルエンザ対策推進本部  

照会先：メディア班 

(電 話)  ０３(３５０３)６０４０ 

    内線（８７７８，８７７９，８７８０） 
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大阪府におけるオセルタミビル（商品名：タミフル）耐性を示す 

遺伝子変異が検出された新型インフルエンザウイルスについて 

 

 

○ 大阪府から、タミフル耐性を示す H275Y の遺伝子変異を持つ新型イ

ンフルエンザウイルスが分離されたとの報告がありましたので、その概

要について、別紙のとおり、情報提供します。 

 

○ このウイルスについては、今後、WHO 協力センターである国立感染

症研究所において、薬剤感受性試験等が実施される予定です。 

 

○ 我が国においては、全国で約 500 箇所の医療機関の協力を得て実施

しているウイルスサーベイランス等により、今後、新型インフルエンザ

ウイルスについて、遺伝子変異による薬剤耐性がみられていないか把握

することとしています。 

 

○ なお、タミフルに対する耐性を持つ遺伝子変異は、ウイルスの重篤度

（病原性）には直接影響を及ぼすものではないとされています。 

 

 

平成２１年７月２日 

厚生労働省健康局結核感染症課  

照会先：難波、江浪 

(電 話)  ０３(３５９５)２２５７ 

         内線（２３７３） 

（参考） 



（別紙） 

 

大阪府におけるオセルタミビル（商品名：タミフル）耐性を示す 

遺伝子変異が検出された新型インフルエンザウイルスの概要 

 

１．患者の概要 

 

○ 大阪府に在住の患者から、タミフル耐性を示す遺伝子変異を持つ新型イ

ンフルエンザウイルスを検出。 

 

○ この方は、５月１５日に発症し、５月１７日に新型インフルエンザの患

者であることが確定した患者の濃厚接触者。 

 

○ ５月１８日からタミフルの予防投与（１０日間）が行われていたところ、

５月２４日から微熱があり、５月２８日発熱相談センターに連絡し、５月

２９日に新型インフルエンザと診断。５月２９日から５日間ザナミビル（商

品名：リレンザ）により治療を受け、回復。 

 

○ 患者から採取された検体について、大阪府立公衆衛生研究所において、

ウイルスを分離・培養した後、遺伝子配列を確認したところ、６月１８日、

タミフル耐性を示す H275Y の遺伝子変異が確認された。 

 

○ なお、５月１５日に発症した患者のウイルス株についても同様の分析が

行われているが、タミフル耐性を示す遺伝子変異は確認されなかった。 

 

○ その後、ご家族を含めた周囲への感染拡大は認められていない。 

 

○ 大阪府立公衆衛生研究所によって実施されたノイラミニダーゼ（NA）遺

伝子の一部（250bp)の解析によると、当該遺伝子に突然変異（point 

mutation）を生じたものであり、季節性インフルエンザ（Ａ/Ｈ１Ｎ１；

ソ連型） との交雑により生じたものではないとのこと。 

 



２．諸外国における状況 

 

○ ６月３０日の欧州疾病管理センター（ECDC）の発表によると、デンマ

ークにおいて、海外渡航歴のある新型インフルエンザ患者の濃厚接触者と

して、タミフルの予防投与を受けていた方が、タミフル投与後５日目にイ

ンフルエンザ様症状が出たため検査を行い、新型インフルエンザに感染し

たことが判明。その後、薬剤耐性の状況を確認したところ、タミフル耐性

の遺伝子変異が認められたとされている。 

 

 ○ 本事例について、ECDC は、タミフルが投与されている患者からタミフ

ル耐性の遺伝子変異を示すウイルスが分離されることは、季節性インフル

エンザにおいても観察されている現象であり、今回のタミフル耐性を示す

インフルエンザウイルスについて、周囲の者への感染が確認されていない

ことから、公衆衛生上の危険はないものと考えられると評価している。 

 

  

※ なお、ECDC の同報告書では、日本において、タミフルによる治療を受

けている季節性インフルエンザに感染した子供を調べたところ、その１６

パーセントからタミフル耐性を示すウイルスが分離されたが、その感染性

は低いものであったという研究結果が紹介されている。 
 


